
若
葉
の
緑
も
一
段
と
色
を
増
し
、
爽
や
か
な
頃
と
な
り
ま

し
た
。
同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。
日
頃
は
春
光
会
に
対
し
ま
し
て
、
ご
支

援
・
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
二
〇
一
六
年
三
月
一
日
、
中
高
一
貫
Ｖ
コ
ー
ス
一

期
生（
五
五
名
）を
含
む
一
一
二
期
生
二
九
七
名
が
卒
業
、

春
光
会
に
入
会
さ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
時
代
に
立
ち
向
か
う
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ご
挨
拶

　
　
春
光
会会

長　

松
尾　
律
子

（
旧
姓　
森
野　
Ｓ
35
年
卒
業
被
服
本
科
）

ご
挨
拶

京
都
橘
中
学
校
・
高
等
学
校

校
長　

三
輪　
欣
之

新
緑
が
ま
ぶ
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
同
窓
生
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
。
日
頃
よ
り
母
校
へ
の
物
心
両
面
で
の
ご
支
援
を
い
た
だ

き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

二
〇
一
五
年
度
は
昨
年
度
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
学

園
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
実
行
一
年
目
の
年
で
し
た
。
桃
山
移
転

三
十
周
年
を
終
え
、一
昨
年
度
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル
工

事
に
次
い
で
、二
〇
一
五
年
度
に
は
教
室
全
校
改
修
を
実
施
し

ま
し
た
。
開
放
的
で
廊
下
か
ら
一
目
で
授
業
の
様
子
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
空
調
関
係

の
全
校
的
な
改
修
を
実
行
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
二
〇
一
五
年
度
の
活
動
実
績
で
す
が
、
進
路
結
果
で

は
国
公
立
大
学
合
格
者（
医
学
部
医
学
科
合
格
一
名
含
む
）数

は
七
一
名
と
な
り
ま
し
た
。関
関
同
立
一
一
八
名
と
合
わ
せ
、

過
去
最
高
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
産
近
龍
佛
は
一
三
四
名

で
、
過
去
最
高
に
肉
薄
す
る
結
果
で
し
た
。V
コ
ー
ス
一
期

生
を
含
む
四
コ
ー
ス
完
成
年
度
と
し
て
、
内
部
的
に「
二
〇

一
六
ブ
レ
イ
ク
」を
合
言
葉
に
実
施
し
て
き
た
各
取
り
組
み

の
成
果
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
だ
課
題
は
あ
り
ま
す
が
次

年
度
以
降
に
つ
な
げ
て
い
く
所
存
で
す
。

夏
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ（
全
国
高
校
総
体
）に
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
と
陸
上
部
が
出
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
第
三
位
、
四
×
一
〇

〇
R
第
二
位
、
秋
の
国
体
で
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
第
二

位
、陸
上
部（
少
年
女
子
A
・
Ｂ
）一
〇
〇
ｍ
二
位
、吹
奏
楽

部
が
二
年
連
続
一
五
回
目
の
全
国
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト

出
場
で
金
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
正
月
の
春
高
バ
レ
ー
と
高
校

サ
ッ
カ
ー
で
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
ベ
ス
ト
８
、
サ
ッ
カ
ー
部

初
戦
敗
退
と
い
う
結
果
で
し
た
。
ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
二
〇
一
六
年
入
学
生
徒
数
が
三
月

二
三
日
の
高
校
一
斉
登
校
日
に
確
定
し
ま
し
た
。
世
間
の
厳

し
い
社
会
情
勢
の
中
、
全
教
職
員
で
生
徒
募
集
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
が
中
学
校
六
七
名
、
高
等
学
校
三
一
六
名

（
内
部
V
生
五
六
名
含
む
）と
な
り
ま
し
た
。
次
年
度
は
更

に
新
制
服
を
含
む
新
た
な
取
り
組
み
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

社
会
に
貢
献
し
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
の
た
め
今
後
も
努
力

を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

写真提供：共同通信社

若
き
後
輩
の
皆
様
が
、
力
強
く
活
躍
さ
れ
る
事
を
信
じ
て

や
み
ま
せ
ん
。

京
都
橘
学
園
も
創
立
者
中
森
孟
夫
先
生
に
よ
っ
て
、
一

九
〇
二
年
に
設
立
さ
れ
、
今
年
は
一
一
五
年
目
の
佳
節
を

迎
え
ま
す
。
幾
多
の
時
代
を
超
え
て
、
教
育
の
偉
業
は
成
し

遂
げ
ら
れ
今
日
の
京
都
橘
の
勇
姿
が
あ
り
ま
す
。
伝
統
と

輝
き
は
、
卒
業
生
の
一
人
一
人
の
胸
中
に
有
る
と
云
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
母
校
の
益
々
の
ご
発
展
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
、
こ
の
度
五
年
の
歳
月
を
経

て
、
再
び
春
光
会
会
長
を
拝
命
さ
せ
て
頂
く
事
と
な
り
ま

し
た
。
何
分
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
誠
心
誠
意
努
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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2015 年度 

春光会総会報告

６月 21日（日）2015 年度春光会総会がホテルグ
ランヴィア京都に於いて開催されました。
会員 50 名、来賓 2名の参加でした。
総会では議題「会務報告、会計報告、予算案、役
員体制案」が報告されいずれも全会一致で承認され
ました。総会後「橘翔会」と合同で懇親会が行なわ
れました。本年も卒業生の信田あや子さんの舞踊、
懐かしい恩師との会食会話と楽しい時間を過しま
した。最後は平松先生の指揮で校歌、応援歌を合唱
し散会しました。

４月７日	京都橘中学校・高等学校入学式（臨席）
	 新入生　中学校57名・高等学校285名
６月６日	役員会
６月21日	総会（ホテルグランヴィア京都）
７月中	 バレーボール部、陸上部、太鼓部
	 IH出場（お祝い金贈呈）
７月28日	役員会
９月９日	99期卒 伊藤舞 先輩を祝う会
	 （世界陸上7位入賞お祝い金贈呈）
９月11日	役員会
９月12日	学園祭
10月31日	秋の散策（天橋立方面）
12月11日	バレーボール部春高バレー出場
	 お祝い（お祝い金贈呈）
	 男子サッカー部全国高校サッカー選手権
	 出場お祝い（お祝い金贈呈）
	 吹奏楽部 全国マーチングコンテスト金賞
	 お祝い（お祝い金贈呈）

１月23日	役員会
２月20日	役員会
２月29日	春光会入会式
３月１日	京都橘高等学校卒業式（臨席）
３月18日	京都橘中学校卒業式（臨席）

会務報告
自2015年4月〜 2016年3月

2015年

2016年

収　入
項　目 予　算 決　算 増　減 備　考

前年度繰越金 3,555,967 3,428,730 △ 127,237
入　会　金 3,490,000 3,530,000 40,000 @10,000×353
預　利　息 5,000 370 △ 4,630
寄附金収入 200,000 201,000 1,000 お祝い他
雑　収　入 30,000 52,020 22,020 学園祭売上等

預り金収入 0 543,660 543,660 総会会費(橘翔会分含む)、秋の散策
参加費、新年会弁当代

基本財産より 0 0 0

合　計 7,280,967 7,755,780 474,813

支　出
項　目 予　算 決　算 増　減 備　考

事　業　費 3,000,000 2,393,593 △ 606,407 新聞発行・発送・記念品他
預り金支出 0 543,660 543,660 総会、秋の散策、新年会
支部補助費 100,000 10,000 △ 90,000 同窓会補助

慶　弔　費 200,000 100,000 △ 100,000 吹奏楽部・太鼓部・バレー部・
陸上部・サッカー部祝金

交　通　費 200,000 100,000 △ 100,000 役員会他
会　議　費 30,000 0 △ 30,000
事　務　費 100,000 53,022 △ 46,978 ハガキ・メール便等役員通信費他
寄　付　金 0 0 0
予　備　費 10,000 0 △ 10,000
基本財産へ組入 0 0 0
次年度繰越金 3,640,967 4,555,505 914,538

合　計 7,280,967 7,755,780 474,813

経 常 費 の 部

現　金 1,072,135

郵便貯金 普通預金 200,058
当座預金 0

京都銀行 普通預金 3,283,312
定期預金 0

基本財産の部 京都銀行 普通預金 4,567,377
定期預金 2,000,000
合　計 11,122,882

収　入
前年度繰越金 6,566,251
受 取 利 息 1,126
組 み 入 れ 金 0

合　計 6,567,377

支　出
次年度繰越金 6,567,377
一 般 会 計 へ 0

合　計 6,567,377

【春光会2014年度決算】� 自 2014年4月1日　至 2015年3月31日

【春光会2015年度予算】　　� 自 2014年4月1日　至 2015年3月31日

基本財産 財産目録

収　入 金　額 備　考
入　会　金 2,980,000 ＠10,000×298名
預 金 利 息 1,000
寄付金収入 100,000 ＠1,000円×100口

参加費等収入 590,000 総会会費（橘翔会分含む）、
秋の散策参加費用等

預り金収入 10,000
雑　収　入 30,000 橘祭売上等
前年度繰越金 4,555,505

合　計 8,266,505

支　出 金　額 備　考
事　業　費 2,960,000 総会支払・秋の散策・会報印刷・郵送費・記念品他
預り金支出 10,000
支部補助費 30,000 １支部・学年・クラス会
慶　弔　費 160,000 クラブ関係お祝い金
交　通　費 150,000 役員会・会報誌取材
会　議　費 30,000 お茶代等
事　務　費 130,000 役員会案内郵送代、メール便代等、弁当代
寄　付　金 ０
予　備　費 ０
基本財産へ組入 ０
次年度繰越金 4,796,505

合　計 8,266,505
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光
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長
松
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律
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昭
35
卒
）

副
会
長

石
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）

安
田
紀
代
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昭
40
卒
）

松
村　
典
子（
昭
41
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夕
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子（
昭
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卒
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萱
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・
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・
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信
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道
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平
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万
里
子

　
　
35
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松
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律
子
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・
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村
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裕
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安
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代
子
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・
裁　
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哲
子

　
　
　
　
　
　

鶴
羽　
幸
男

散
策
の
秋
散
策
の
秋

中
井　
美
実（
昭
54
卒
）

西
嵜　
信
子（
昭
57
卒
）

森
川　
節
子（
昭
57
卒
）

宗　
　
裕
子（
昭
58
卒
）

井
上　
和
子（
昭
58
卒
）

森
安　
優
子（
昭
61
卒
）

西
村　
育
恵（
昭
61
卒
）

山
本　
美
和（
昭
62
卒
）

寺
田　
由
香（
昭
63
卒
）

山
本　
友
美（
昭
63
卒
）

吉
川　
等
子（
平
２
卒
）

小
松　
里
奈（
平
４
卒
）

中
辻　
道
子（
平
４
卒
）

村
上　
香
織（
平
４
卒
）

幡
井　
信
子（
平
10
卒
）

武
永　
康
宏（
平
15
卒
）

西
村　
裕
介（
平
15
卒
）

相
談
役

吉
岡　
春
美（
昭
41
卒
）

寄
付
金
の
お
礼
と
お
願
い

本
年
度
も
春
光
会
に
対
し
て
、
多
く
の
会
員
の

方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。氏
名
を
掲

載
し
、お
礼
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

引
き
続
き
一
口
千
円
の
寄
付
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
同
封
の
振
込
用
紙
で
お
願
い
し
ま
す
。

住
所
、
氏
名
と
通
信
欄
の
寄
付
の
欄
に「
口
数
、
金

額
」を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
あ
わ
せ
て
、
卒
業
年
、

科
も
忘
れ
ず
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
々
（
敬
称
略
）

春
光
会　
　
（
天
橋
立
〜
伊
根
）

秋
晴
れ
の
10
月
31
日
、
今
回
も
春
光
会
・

橘
幸
会
・
橘
翔
会
と
合
同
の
秋
の
散
策
を

行
い
ま
し
た
。

午
前
９
時
に
京
都
駅
を
出
発
し
、
平
成
15

年
７
月
に
開
通
し
た
京
都
縦
貫
自
動
車
道

を
通
っ
て
バ
ス
は
一
路
丹
後
天
橋
立
を
目

指
し
ま
す
。

紅
葉
に
は
少
し
早
い
も
の
の
、
車
窓
か

ら
は
所
ど
こ
ろ
色
づ
く
木
々
を
眺
め「
う

わ
ぁ
〜
！
綺
麗
な
色
！
」「
山
も
美
し
い

ね
！
」「
お
菓
子
ど
う
ぞ
」「
お
久
し
ぶ
り
ね

〜
〜
！
」な
ど
と
賑
や
か
な
車
内
の
歓
談
も

楽
し
い
。

途
中
、
新
し
く
で
き
た「
道
の
駅
・
味
夢

の
里
」に
も
立
ち
寄
り
、
早
速
お
土
産
の
下

見
を
さ
れ
る
方
も
あ
り
ま
し
た
。
帰
り
に
も

ま
た
こ
の
道
の
駅
に
立
ち
寄
る
の
で
す
。

京
都
縦
貫
自
動
車
道
が
出
来
た
お
蔭
で
、

あ
っ
と
い
う
間
に
宮
津
天
橋
立
へ
到
着
。

元
伊
勢
籠
神
社
の
駐
車
場
に
バ
ス
を
止

め
、
参
拝
し
ま
し
た
。
こ
こ
は
伊
勢
神
宮

の
ふ
る
さ
と
だ
と
言
う
こ
と
を
初
め
て
知

り
ま
し
た
。「
へ
え
〜
〜
！
知
ら
な
か
っ
た

な
ぁ
。」

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
に
乗
り
換
え
、
約
５
分
、

笠
松
公
園
に
到
着
。
こ
こ
か
ら
は
海
や
松
林

が
よ
く
見
え
、
有
名
な
股
の
ぞ
き
を
す
る

人
、
写
真
を
撮
る
人
、
か
わ
ら
け
投
げ
を
す

る
人
な
ど
各
々
自
由
に
散
策
し
ま
し
た
。

笠
松
公
園
に
は
ち
ょ
う
ど
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の「
か
さ
ぼ
う
」も
い
て
、
一
緒
に
写

真
を
撮
っ
た
り
、
握
手
を
し
た
り
、
と
て
も

人
気
者
で
し
た
。

帰
り
は
リ
フ
ト
で
山
を
下
り
ま
す
。
リ
フ

ト
の
中
に
一
つ
だ
け
黄
金
の
リ
フ
ト
が
あ

る
と
の
こ
と
で
、
こ
れ
に
乗
る
方
は
よ
ほ
ど

日
頃
の
行
い
も
良
く
、
ラ
ッ
キ
ー
な
方
だ
と

聞
き
ま
し
た
。
私
も
黄
金
の
リ
フ
ト
を
待
っ

て
ま
し
た
が
分
相
応
の
リ
フ
ト
。
そ
し
て
そ

の
黄
金
の
リ
フ
ト
に
乗
ら
れ
た
の
が「
事
務

長
さ
ん
」お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
後
、
お
昼
は
松
井
物
産
本
店
で
ア
ワ

ビ
の
踊
り
食
い
、
す
き
焼
き
鍋
な
ど
美
味
し

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
後
は
伊
根
湾
め
ぐ
り
で
す
。
道
中
バ
ス

の
車
窓
か
ら
は
海
が
綺
麗
に
キ
ラ
キ
ラ
か

が
や
き
、
コ
ス
モ
ス
の
咲
き
連
な
る
景
色
を

眺
め
ら
れ
、
感
嘆
の
声
を
あ
げ
ま
し
た
。
バ

ス
は
船
着
き
場
へ
到
着
。

遊
覧
船
に
乗
り
換
え
穏
や
か
な
伊
根
湾

め
ぐ
り
で
す
。

船
の
中
か
ら
は
伊
根
の
舟
屋
が
よ
く
見

え
ま
す
。
陸
地
か
ら
は
な
か
な
か
味
わ
え
な

い
舟
屋
の
風
景
が
目
の
あ
た
り
に
飛
び
込

ん
で
き
ま
す
。
ま
た
、
遊
覧
船
を
追
い
か
け

て
カ
モ
メ
や
ト
ン
ビ
も
近
づ
い
て
き
ま
す
。

船
の
中
で
カ
ッ
パ
え
び
せ
ん
が
1
0
0
円

で
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
カ
モ
メ
の
エ
サ

で
す
。

誰
も
エ
サ
を
与
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
あ

ま
り
に
近
く
に
飛
ん
で
く
る
の
で
怖
い
く

ら
い
で
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
た
今
回
の
散
策
、
山
あ
り

海
あ
り
、
リ
フ
ト
、
ケ
ー
ブ
ル
、
船
あ
り
と

盛
り
だ
く
さ
ん
の
楽
し
み
で
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
道
の
駅「
味
夢
の
里
」で
の

お
土
産
も
ど
っ
さ
り
買
っ
て
一
日
を
終
え

ま
し
た
。

今
年
は
大
阪
方
面
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

（
10
月
15
日
）皆
様
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。�

（
石
村
）
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次年度から 
高校の制服が変わります！

進
路
状
況

2
0
1
5
年
度
は
中
高
一
貫
の
V
コ
ー

ス
が
完
成
年
度
を
迎
え
、
中
学
校
・
高
等

学
校
と
も
全
コ
ー
ス
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。

1
1
2
期
生
2
9
7
名（
V
コ
ー
ス
１
期

生
55
名
を
含
む
）の
生
徒
が
本
校
を
卒
業
し

て
い
き
ま
し
た
。
国
公
立
大
学
の
合
格
は
、

京
都
大
学
、
大
阪
大
学
、
神
戸
大
学
を
は
じ

め
71
名（
大
学
校
含
む
）
と
な
り
ま
し
た
。

私
立
大
学
に
は
難
関
私
立
大
学（
関
関
同

立
）1
1
8
名
を
含
め
、
延
べ
6
7
5
名

が
合
格
し
ま
し
た
。
進
路
保
障
の
更
な
る
充

実
の
た
め
に「
進
学
ア
カ
デ
ミ
ー
（
校
内
予

備
校
）」と
い
う
事
業
を
1
1
2
期
生
対
象

に
昨
年
３
月
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
生
徒
の
進
路
実
現
の
た
め
、
応
援

し
て
い
き
ま
す
。

過
去
最
高
の
国
公
立
合
格
実
績
！

V
コ
ー
ス
１
期
生
か
ら

医
学
部
医
学
科

現
役
合
格
者
誕
生
!!

学
校
の

近
況

入
試
状
況

（
中
学
校
）　

2
0
1
6
年
度
は
志
願
者
が
若
干
減
少

し
た
も
の
の
、
第
一
希
望
者
が
増
加
し
、
定

員
60
名
に
対
し
て
67
名（
男
子
34
名
・
女

子
33
名
）の
入
学
者
を
迎
え
ま
し
た
。
高
校

卒
業
生
の
医
学
部
医
学
科
現
役
合
格
や
桃

山
移
転
30
周
年
記
念「
ド
リ
ー
ム
☆
ス
ク
ー

ル
」（
4
2
2
名
も
の
小
学
生
が
参
加
）等

で
広
く
本
校
を
知
っ
て
い
た
だ
け
た
影
響

も
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
Ｖ
コ
ー
ス
も
全

学
年
が
そ
ろ
い
、
新
た
な
歴
史
を
拓
き
、
心

身
と
も
に
成
長
し
た
在
校
生
の
様
子
に
安

心
感
・
期
待
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

（
高
等
学
校
）　

2
0
1
6
年
度
は
昨
年
よ
り
1
2
4
名

増
え
1
、3
6
7
名
の
受
験
が
あ
り
ま
し

た
。
国
公
立
進
学（
Ｓ
）コ
ー
ス
は
引
き
続

き
12
.6
倍
と
、
新
聞
各
紙
で
倍
率
の
高
い

学
校
と
し
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
特
別
進
学（
Ｅ
）コ
ー

ス
は
探
究
型
の
学
び
で
注
目
を
集
め
受
験
者

も
大
幅
増
、
総
合
進
学（
Ａ
）コ
ー
ス
は
ク

ラ
ブ
活
動
を
は
じ
め
豊
か
な
高
校
生
活
を

め
ざ
す
意
欲
的
な
受
験
者
で
埋
ま
り
ま
し

た
。
各
ク
ラ
ブ
の
活
躍
、
落
ち
着
い
た
環
境

や
学
習
・
進
路
指
導
へ
の
期
待
か
ら
、
定
員

2
4
0
名
に
対
し
2
6
0
名
の
外
部
入
学

者
を
迎
え
ま
し
た
。
内
部
進
学
者
を
あ
わ
せ

９
ク
ラ
ス
で
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

親
子
二
代
・
三
代
で
、
ま
た
、
兄
弟
姉
妹

で
の
入
学
者
＝「
橘
フ
ァ
ミ
リ
ー
」も
さ
ら

に
増
え
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
広
く
京
都
橘

を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

－これからの新しい歴史をつくる先進的なデザイン－
男女ともグレイッシュベージュのブレザー。スラック
ス・スカートにはスクールカラーが。
上品な中に可愛さや活発さも感じられる品格ある制服
は、機能性も兼ね備えより快適に。

主な大学の合格者数

国
公
立
大
学（
71
名
）

　
京
都
大
学

　
大
阪
大
学（
３
名
）

　
神
戸
大
学（
２
名
）

　
京
都
工
芸
繊
維
大
学（
５
名
）

　
京
都
府
立
医
科
大
学（
２
名
）

　
滋
賀
大
学（
３
名
）

　
滋
賀
県
立
大
学（
４
名
）

　
兵
庫
県
立
大
学（
２
名
）

　
奈
良
女
子
大
学

　
滋
賀
医
科
大
学

　
鳥
取
大
学
他

私
立
大
学

　
京
都
橘
大
学　
2
4
8
名

　
関
関
同
立　
　
1
1
8
名

　
産
近
龍
佛　
　
1
3
4
名

　
慶
応
・
中
央
・
駒
澤
大
学
他

短
期
大
学
　
20
名

専
門
学
校
　
29
名
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高等学校の卒業式を翌日に控えた２月 29 日
（月曜日）、京都橘中学校・高等学校フェスティ
バルホールにて、春光会入会式を行いました。
2015 年度卒業生の皆さん、ご卒業おめでとう
ございます。新たに入会される 301 名の皆さ
んを心より歓迎し、松尾律子会長より、卒業生
代表、山﨑さくらさんへ、春光会の会員証と入
会の記念品としてUSB メモリを贈呈いたしま
した。

ど ん ど ん こ う開

同窓会
春
光
会
で
は
、学
年
、コ
ー
ス
、

ク
ラ
ブ
単
位
等
の
同
窓
会
開
催
、

企
画
を
援
助
す
る
た
め
の
補
助

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
開
催
を

計
画
し
て
い
る
会
員
は
事
務
局

ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
補
助
金

は
左
記
の
内
容
で
す
。

学
年
・
コ
ー
ス
・
ク
ラ
ス
・
ク
ラ
ブ
単
位
他

＊
補
助
を
受
け
た
場
合
、
そ
の
対
象
者
の
名
簿

と
、
会
報
等
で
紹
介
し
た
い
た
め
、
報
告
書
、

写
真
等
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

恒
例
の
橘
祭
が
、
９
月
12
日（
土
）に
開

催
さ
れ
、
春
光
会
も
例
年
ど
お
り
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
大
変
好
評

だ
っ
た
、み
た
ら
し
団
子
、三
色
団
子
、洋

菓
子
の
販
売
を
今
回
も
行
い
、
販
売
数
を

大
幅
に
増
や
し
た
も
の
の
、
あ
っ
と
い
う

間
に
完
売
。
今
回
復
活
し
た
、
食
用
ロ
ー

リ
エ
販
売
も
好
評
で
、
手
に
取
り
、
香
り

を
楽
し
ん
で
い
る
人
た
ち
の
姿
が
印
象
的

で
し
た
。

ま
た
、
卒
業
生
の
作
品
展
示
も
行
い
ま

し
た
。
今
村
知
子
さ
ん（
昭
和
36
年
卒
）の

仏
像
、
中
嶋
久
栄
さ
ん（
昭
和
58
年
卒
）の

フ
エ
ル
ト
人
形
、
長
谷
川
康
恵
さ
ん（
昭

和
58
年
卒
）の
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
。

そ
し
て
、
リ
オ
五
輪
女
子
マ
ラ
ソ
ン
日
本

代
表
、
伊
藤
舞
さ
ん
の
新
聞
記
事
の
展
示

も
行
い
ま
し
た
。
毎
年
同
室
の
陶
芸
教
室

（
橘
幸
会
）の
皆
さ
ん
の
温
か
味
あ
ふ
れ
る

作
品
と
と
も
に
、
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
し
た
。

春
光
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
橘
祭
で
は
同

窓
会
ル
ー
ム
を
設
け
、
卒
業
生
が
会
え
る

場
と
し
て
開
放
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も

橘
祭
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

二
〇
一
六
年
度

　
九
月
八
日（
木
）　
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

　
九
月
九
日（
金
）　
演
劇
コ
ン
ク
ー
ル

　
九
月
十
日（
土
）　
橘
祭

学
園

祭

［
案
内
送
付
対
象
者
数
］が

20
〜
50
人
…
…
…
…
5
、0
0
0
円

51
〜
1
0
0
人
…
1
0
、0
0
0
円

以
上
、
50
人
を
超
え
る
毎
に

5
、0
0
0
円
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

対　
象

入会式S32年度卒 同窓会（有志）2015.6.21
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お
じ
�
ま
し
ま
す

広
報
で
す

�

九
九
期
生　
三
一
歳

�

伊
藤　
舞　
選
手

二
〇
一
五
年
八
月
三
〇
日
中
国
北
京
で
行

わ
れ
た
陸
上
の
世
界
選
手
権
女
子
マ
ラ
ソ
ン

で
伊
藤
舞
選
手（
大
塚
製
薬　
京
都
橘
高
校

￨
京
都
産
業
大
学
）が
二
時
間
二
九
分
四
八

秒
で
日
本
勢
最
高
の
七
位
に
入
賞
、
リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
代
表
に
内
定
し
た
。

そ
の
朗
報
を
受
け
て
二
〇
一
五
年
九
月
九

日
京
都
橘
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル
に
於
い

て「
伊
藤
舞
先
輩
を
祝
う
会
」が
行
わ
れ
た
。

当
日
学
校
に
一
歩
入
る
と
校
内
は
何
時
も
と

違
う
雰
囲
気
で
、喜
び
で
湧
い
て
い
た
。

午
前
九
時
陸
上
部
顧
問
の
安
田
先
生
の

先
導
で
、
黒
い
ス
ー
ツ
姿
の
伊
藤
舞
選
手
が

大
き
な
拍
手
に
迎
え
ら
れ
て
入
場
。
彼
女
の

講
演
、
一
心
不
乱
に
走
る
映
像
も
流
さ
れ

た
。多

く
の
学
校
関
係
者
の
方
々
の
興
奮
冷

め
や
ら
ぬ
応
接
室
で
、
短
時
間
で
は
あ
り
ま

し
た
が
春
光
会
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
願

い
し
た
。

○
ズ
バ
リ
！
今
の
お
気
持
ち
は
！

色
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
世
界
陸
上

に
出
場
し
て
入
賞
し
、
又
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

出
場
の
内
定
が
決
ま
っ
た
事
が
大
変
嬉
し

い
で
す
。

○
勝
利
の
要
因
は
何
だ
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
か
？

怪
我
と
か
体
調
不
良
の
時
も
あ
っ
た
け
れ

ど
、良
い
時
も
悪
い
時
も
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に

一
生
懸
命
練
習
し
て
き
た
結
果
だ
と
思
う
。

○
一
番
苦
し
く
辛
か
っ
た
時
は
？

原
因
が
分
か
ら
な
い
体
調
不
良
が
続

き
、
不
振
続
き
の
時
。
卵
ア
レ
ル
ギ
ー
と
分

か
り
今
は
食
事
療
法
を
し
て
体
調
は
良
く

な
っ
た
。

○
伊
藤
舞
選
手
を
今
日
ま
で
支
え
た
一

念（
信
念
）
は
何
だ
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
か
？

「
継
続
は
力
な
り
」で
コ
ツ
コ
ツ
自
分
に

あ
っ
た
や
り
方
で
一
喜
一
憂
せ
ず
に
真
面

目
に
頑
張
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

○
橘
の
後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

サ
ッ
カ
ー
部
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、
吹
奏

楽
部
の
活
躍
ぶ
り
を
見
て
、自
分
も
頑
張
ろ

う
と
思
っ
た
。何
事
も
粘
り
強
く
頑
張
っ
て

や
り
抜
い
て
欲
し
い
。

講
演
の
中
で
彼
女
が
語
っ
て
い
た「
何
を

す
る
に
も
振
り
返
ら
ず
に
人
そ
れ
ぞ
れ
自

分
の
出
来
る
事
を
一
つ
一
つ
努
力
し
て
い

く
」彼
女
ら
し
い
こ
の
言
葉
が
印
象
的
で
し

た
。
小
学
生
の
頃
走
る
事
が
大
好
き
だ
っ
た

少
女
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
舞
台
で
走
る
日

も
目
前
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。

頑
張
れ
！
伊
藤
舞
！
頑
張
れ
日
本
！
伊

藤
舞
頑
張
れ
！

女
子
マ
ラ
ソ
ン

Ｒ
ｉ
ｏ
決
定

頑張れ
日本！
伊藤舞!!
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春光会では毎年、秋の散策という日帰りバス旅行を開催しています。
卒業生の父母の会である「橘幸会」や退職教職員の会である「橘翔会」

と合同で開催しており、今年は大阪市内方面への旅行を予定しております。
秋の思い出づくりにふるってご参加ください。

定員 45 名で先着順となりますので、お早めにお申し込みください。

●日　時	 2016年10月15日（土）　
	 午前８時40分  京都アバンティ前集合（午前９時出発）
	 午後５時ごろ　 京都アバンティ前帰着
●行　先	 大阪市内方面
	 アベノハルカス、新世界（昼食は串カツ）、大阪水上バス観光
●会　費	 5,000円（当日払いでお願いします）
●定　員	 45名（先着順）

●参加申し込み締切
	 ９月30日（金）
●申込先	 京都橘中学校・高等学校　事務部　春光会係
	 〒612-8026　京都市伏見区桃山町伊賀50
	 TEL  075-623-0066　　FAX　075-601-2125
	 e-mail：jimubu@tachibana-hs.jp
●申込方法	 お名前、ご住所、電話番号、卒業年を電話・郵送・FAX・
	 メールのいずれかで本校までご連絡ください。

2016年度　秋の散策のご案内

記

■開催日直前のキャンセルはキャンセル料をいただくこともありますので、ご注意ください

吹奏楽部
◇第43回関西マーチングコンテスト
　２年連続15回目の出場  

金賞、関西代表（９月　大阪府）
◇第28回全日本マーチングコンテスト　 

金賞（11月　大阪府）

太鼓部
◇全国高等学校総合文化祭＜郷土芸能部門＞　 

15年連続出場（７-８月　滋賀）

陸上競技部
◇全国高校総合体育大会＜インターハイ＞　 

８年連続出場　
　女子 100m 吉野史織 ８位入賞 
（７-８月　和歌山）

　女子 ４×100mリレー　２位

◇国民体育大会　（10月　和歌山）
　成年少年女子共通 ４×100mリレー　優勝 
（壹岐いちこ、吉野史織が走者として参加）

　少年女子Ａ　100m 壹岐いちこ ２位（大会タイ記録）

　少年女子Ｂ　100m 吉野史織　 ２位

女子バレー部
◇全国高校総合体育大会＜インターハイ＞
　17年連続　19回出場　第３位  
（７-８月　大阪）

◇国民体育大会＜少年女子＞
　９年連続15回出場　 

京都橘単独チームで出場　 
準優勝（９月　和歌山）

◇全日本バレーボール高校選手権大会 
＜春の高校バレー＞　 
ベスト８（１月　東京）

男子サッカー部
◇全国高校サッカー選手権大会（１月　東京）　

出場

クラブトピックス
2015年度の主なクラブの全国大会での戦績

吹奏楽部 太鼓部 陸上競技部 女子バレー部 男子サッカー部
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経
験

	

安
田　
紀
代
子

（
昭
和
40
年
・
被
服
科
卒
）

戦
後
生
ま
れ
の
69
才
。

当
時
、
高
校
へ
の
進
学
率
が
低
く
、（
地

域
性
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
）た
し
か
一
割

程
度
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

両
親
が
早
く
に
亡
く
な
り
、
家
庭
的
に

も
、
経
済
的
に
も
余
裕
な
ど
無
か
っ
た
の
で

す
が
、
親
代
わ
り
だ
っ
た
次
兄
が
橘
高
校
へ

進
学
さ
せ
て
く
れ
た
事
と
、
高
三
の
時
、
図

書
委
員
の
顧
問
を
さ
れ
て
い
た
恩
師
に
出

会
え
、
公
私
に
亘
り
、
お
世
話
下
さ
り
、
消

極
的
だ
っ
た
私
に
、
自
信
と
誇
り
を
持
た
せ

て
下
さ
っ
た
事
が
、
今
に
つ
な
が
っ
て
い
る

様
に
思
い
、感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

見
合
い
で
出
会
っ
た
主
人
と
結
婚
し
て

五
十
年
、
長
年
に
亘
る
不
摂
生
の
為
、
八
年

前
に
肺
ガ
ン
、
五
年
前
に
脳
梗
塞
を
患
い
、

現
在
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
失
語
の
為
、
私
の
一
日

は
、
主
人
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
の
狭
間
で
右

往
左
往
し
て
お
り
ま
す
。

肺
ガ
ン
に
か
か
り
、
入
院
し
た
事
を
き
っ

か
け
に
、
そ
れ
迄
気
儘
だ
っ
た
食
生
活
や
嗜

好
品
を
改
め
て
く
れ
た
の
で
す
が
、
底
辺
に

あ
っ
た
糖
尿
病
の
影
響
を
受
け
、
三
年
後
、

脳
梗
塞
を
罹
患
致
し
ま
し
た
。

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
、
そ
の
間
、
様
々

な
方
と
出
会
い
、
教
え
ら
れ
、
家
庭
に
持
ち

帰
っ
て
実
行
を
繰
り
返
し
、
実
践
し
て
き
た

私
に
と
っ
て
は
、晴
天
の
霹
靂
で
し
た
。

一
日
三
食
×
三
六
五
日
×
年
令

日
々
の
食
生
活
の
積
み
重
ね
の
結
果
が
、

色
々
な
疾
病
に
つ
な
が
る
事
は
、
誰
し
も
知

る
事
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
や
り
通
す
事

が
、大
切
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
五
年
の
間
に
、
主
人
の
病
を
通
じ

て
、
十
代
・
二
十
代
・
三
十
代
・
四
十
代
の

若
い
罹
患
者
に
お
会
い
し
、
お
話
を
お
聞
き

し
ま
し
た
が
、
食
に
対
し
て
の
意
識
の
希
薄

さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

小
・
中
・
高
の
学
校
で
の
勉
強
、テ
レ
ビ
・

新
聞
・
雑
誌
等
々
、
知
識
を
得
る
機
会
は

多
々
あ
り
ま
す
が
、
知
識
だ
け
で
は
な
く
、

継
続
出
来
る
事
か
ら
、
取
捨
選
択
し
て
実
践

す
る
事
が
、
肝
要
か
と
思
い
ま
す
。
様
々
な

機
能
を
失
っ
て
リ
ハ
ビ
リ
に
励
ん
で
も
、
完

全
な
形
に
は
戻
れ
ず
、
そ
の
後
の
生
活
に
大

き
く
影
響
し
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
を
否
定
す
る

の
で
は
な
い
の
で
す
が
、
そ
う
な
ら
な
い
様

に
参
考
に
な
れ
ば
と
、
私
の
拙
い
経
験
を
紹

介
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

一
年
三
六
五
日
、
一
日
三
五
品
目
、
塩
分

６
ｇ
、私
事
に
な
り
ま
す
が
、四
十
年
程
前
、

あ
る
新
聞
記
事
を
き
っ
か
け
に
出
会
っ
た
環

境
グ
ル
ー
プ
で
、
そ
れ
ま
で
何
気
な
く
見
過

ご
し
て
き
た
水
・
食
生
活
・
ゴ
ミ
に
つ
い
て

深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
、
現
在
も
続
け
て
お
り

ま
す
石
鹸
作
り
も
で
す
が
、
そ
れ
以
来
、
我

が
家
な
り
の
方
法
で
続
け
て
き
た
事
が
、
今

の
情
況
下
、
パ
ニ
ッ
ク
に
な
ら
ず
対
処
出
来

て
い
る
の
で
は
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

真
面
目
で
仕
事
一
筋
の
主
人
は
、
家
族
思

い
の
心
優
し
い
人
柄
で
、
そ
の
主
人
の
協
力

な
し
に
は
前
述
の
様
な
経
験
も
実
践
も
出

来
な
か
っ
た
事
で
、
今
私
が
で
き
る
事
は
何

で
も
…
と
の
思
い
で
日
々
す
ご
し
て
お
り

ま
す
。

皆
様
、
ど
う
ぞ
お
体
を
お
愛
い
下
さ

り
、
日
々
、
楽
し
い
毎
日
を
送
ら
れ
ま
す
様

…
…
…
祈

本年度の春光会総会・懇親会を下記のとおり開催いたします。
同窓生の皆様お誘いあわせの上、懐かしいひとときをお過ごしく
ださいますようご案内申し上げます。

今年度も、退職教職員の会である「橘翔会」と教職員との合同
で懇親会を開催いたします。

懐かしい恩師もたくさんお見えの事と思いますので、ぜひご参
加ください。

2016年度 
春光会総会・懇親会のご案内

記

●日　時	 2016年６月26日（日）
	 午前11時から（受付は午前10時）
●場　所	 京都タワーホテル
	 京都府京都市下京区烏丸通七条下ル東塩小路町721-１
	 TEL  075-361-3212
●内　容	 会務・会計報告・予決算案・懇親会
●会　費	 8,000円（学生・未成年の会員は4,000円）

ご出席のお申し込みは会費の納入を持って受付をさせていただきます。
準備の都合上、お振込みは６月21日（火）までにお願いします。

卒業生の
皆様へ


